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研究成果の概要（和文）：地方の急性期病院に勤務する「新人」から「一人前」看護師を対象と

した研究を行い、自己の学習ニーズに合わせて選択可能な「シミュレーション研修」「シミュレ

ータ教育」「e-learning」「他職場研修」から成る学習支援システムを提案し、看護実践能力の

習得状況を 3 年間縦断調査した。その結果、学習支援システムが、新人期に未体験・未習得の

看護基本技術項目を 3 年目迄に補完する（山崎、2012）ことを明らかにした。 

 
 
研究成果の概要（英文）：We researched through “new comer ” to “professionally skilled” 
nurses who worked at a local acute care hospital , and proposed an education support system 
consists of four subjects “simulation training” , ”simulator education” , 
“e-learning” , and “training at another ward” which nurses can chose from their 
educational necessity, and researched the situation of acquirement on practical nursing 
skills for three years.  
  The result revealed that this system helps them to acquire fundamental nursing skills 
in three years which they haven’t learned at the time of new comer. 
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１．研究開始当初の背景 
新人看護師の早期離職率が社会的問題と

なり、平成 15 年に新人看護職員を対象とし
た指導指針が初めて体系化（厚生労働省：新
人看護職員研修到達目標及び新人看護職員
研修指導指針）された。しかし、それに引き
続く制度は存在せず、2 年目・3 年目看護師
の育成については各病院施設に一任されて
いる。2 年目・3 年目は「新人」から「一人
前」への移行期であり、役割移行を促す支援
の必要性がある。しかし、教育のマンパワー
が不足した臨床現場では、新人看護師に対す
る教育支援が最優先され、2 年目・3 年目の
支援にまで手が回らない状況に陥っている
（西浦ら；1997）。 
研究代表者らは、地方の急性期病院に勤務

する 2008 年度新人看護師を対象とした調査
を実施した。その結果、新人看護職員研修指
導指針に則った研修を実施しても、入職後 1
年の未習得技術が複数存在すること（山崎；
2009）、新人看護師が 1 年を通して知識・技
術の習得を希求していること（Sakata;2009）
が明らかとなった。また、入職後１２ヶ月目
の新人看護師が、一人前看護師の役割獲得に
向けて知識・技術に不安を抱えている状況も
明らかとなった（坂田；2009）。そこで、「新
人」から「一人前」への移行期の 2 年目・3
年目看護師の知識・技術・態度の習得を促す
組織的な支援の必要性を再確認した。また、
2 年目看護師が主体的に学習活動に取り組む
が、周囲の役割期待に負担を感じている（高
橋ら；2008）ことを踏まえて、2 年目・3 年
目看護師の主体性を尊重した学習支援シス
テムの構築を最優先した。 

 
 

 

本研究で開発する学習支援システムには、
既に効果が認められている自己学習支援シ
ステム（e-learning）、モデル人形を用いた
シミュレータ教育、看護基礎教育で近年注目
されるシミュレーション教育を取り入れた。
本システムは「新人」から「一人前」看護師
への移行期の 2 年目・3 年目看護師が看護の
専門的知識・技術・態度を習得する過程を支
援するものであり、キャリア初期の看護師の
看護専門職業人としてのキャリア発達に貢
献するものである。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、【自己学習の支援】【看護
体験の支援】から構成される学習支援システ
ムを構築し、その効果を検証することである。
本研究では、以下の課題に取り組む（図１）。 
 

 

１）【自己学習の支援】【看護体験の支援】か
ら構成される学習支援システムを構築する。 
２）「新人」から「一人前」看護師への移行
期にある看護師に学習支援システムを提供
し、その効果を検証する。 
３）学習支援システムの一般化に向けた学習
支援プログラムの内容の精選を行う。 

  
３．研究の方法 
１）学習支援システムの構築 
学習支援システムおよびプログラムのコ

アとなる学習内容・学習方法については、既
存の文献とこれまでの研究をもとに研究者
間で検討する。 
２）学習支援システムの効果の検証     
（１）質問紙調査：  
①厚生労働省「新人看護職員研修到達目 
標」の項目使用調査票 
②シミュレーター使用アンケート調査 

（２）対象：地方都市にある急性期病院に勤 
務する看護師 

（３）調査時期：2009 年 6 月（3 ケ月後）2009
年 10 月（6 ケ月後）2010 年 2 月（11



ケ月後）2011 年 2 月（2 年後）2012 年
2 月（3年後） 

（４）分析方法：群内（各年度内の時系列デ
ータの比較）および３群間（2010 年
度・2011 年度・2012 年度の実施デー
タの比較）で検討する。 

 
３）学習支援システムの一般化に向けた内容
の精選 

（１）プログラムの問題点の明確化 
2010・2011・2012 年度の結果をもとに、本

プログラムの問題点を明らかにする。 
（２）一般化に向けた検討 
近隣施設の継続教育担当者と意見交換を

行ない、他施設におけるシステム利用可能性
について検討する。 

 
４．研究成果               
１）学習支援システムの構築         
（1）学習支援システムの特徴 
【自己学習の支援】【看護体験の支援】か

ら構成される学習支援システムを構築した。
本システムの特徴は「システムを活用する 2
年目・3 年目看護師がシステムで展開される
学習方法・学習内容を自己の学習ニーズに合
わせて選択できる」ことにある。 
学習支援システムでは、①訓練の必要な看

護技術（シミュレーション教育）、②学び直
しの必要な知識（e－learning）、③看護師
に必要な態度（模擬患者セッション）の習得
を支援する。 

 
（2）学習支援プログラムの作成 
学習支援プログラムのコアとなる学習内

容・学習方法は、2009 年度の調査結果（山崎
2009，Sakata2009，坂田 2009）より抽出した。
『療養上の世話』『診療の補助』『意思決定支
援』の知識・技術・態度の習得を促すプログ
ラムを作成した（表１）。       
 
２）学習支援システムの効果の検証    
（１）システム利用者 
2009 年 新卒者 79 名、2010 年 新卒者 72
名、2011 年 新卒者 68 名。 

 
（２）シミュレーション教育 
シミュレーション教育の活用により、2 年

目までに看護技術到達度の低い項目の到達
度が 3年目で上昇した。シミュレーション教
育により未体験の看護技術の到達度を保障
することができた。 

 
 
 
 
 
 

（図２：5期調査にすべて協力があった32名。

領域毎の平均点推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）e－learning 
自己学習を支援するために e－learning の

コースを追加した。使用している総数と年代
別調査により、学び直しが必要な 3 年目以上
での使用が多い結果を得た。 
 

３）学習支援システムの一般化に向けた内容
の精選                
（１）プログラムの問題点        
システム活用に対する要望のあることを確 
認した。施設によって新人看護師の採用数や 
継続教育の運用が異なり、「部分的な企画の 
み使用」をしたい要望への柔軟な対応と、さ 
らなる情報交換が必要と考える。 
 
（２）一般化に向けた検討         
近隣施設の継続教育担当者 13 名と意見交

換を平成 22 年度より開始し研修ニーズのあ
る施設に対応した。今後も発展した関係とプ
ログラム提供の継続が可能となった。 
① 近隣他施設にの e－learning プログラム
を提供した。 

② 近隣他施設でシミュレーション教育（逝
去時対応）のプログラムを提供した。 
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